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　履修に関する事及び定期試験に関する事などは教務課が担当します。何かわか
らない事がありましたら教務課へご相談ください。なお、教務課窓口の窓口時間に
ついてはP．29をご確認ください。

　本学の授業は、春学期・秋学期の2期に分けて実施しています。春学期（4月～7月）、秋学期（9

月～1月）はそれぞれ15週で、週2回（全30回）授業又は週1回（全15回）授業により、春学期もし

くは秋学期で授業を完結します。授業は90分を1時限としています。

　授業科目は「教養科目」、「専門科目」で構成されています。その授業科目には以下のような科

目特性があります。
（1）必修科目…必ず修得しなければならない科目

（2）選択必修科目…定められた科目群の中から決められた単位数を必ず修得しなければならな

い科目

（3）選択科目…定められた科目群の中から自由に選択し修得する科目

　本学の履修制度は単位制を採用しています。単位制とは授業科目を履修し、試験またはそれに

代わるものに合格することによって、各科目ごとに所定の単位が認定され、修得していく制度で

す。修得単位が所定の数に達することが、卒業資格を得る一つの条件となります。

　1単位の授業科目は45時間の学習を必要とする内容をもって構成することを標準としていま

す。各授業科目は授業の内容により、講義、演習、実習の3種に大別されますが、授業の方法や

教育効果、授業時間外に必要な学習等を考慮して、次のような基準により、単位の計算をします。

（1）講義…15時間の授業をもって1単位とします。

（2）演習…15時間もしくは30時間の授業をもって1単位とします。

（3）実習、実技…30時間もしくは45時間の授業をもって1単位とします。

１ 授　　業

２ 授業科目の区分

３ 単　　位

1 履修について
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　2年以上在学し、以下の所定の単位数以上を修得しなければ、卒業できません。

〈注意事項〉
①合計単位数（62単位）を修得しても、上表に示した科目分類ごとの卒業必要単位を満たしてい
ない場合は卒業できません。
②1年次終了までに32単位以上修得できない場合は、卒業見込証明書は発行されません。
　（卒業見込証明書は就職活動、進学先受験の際、必要となる場合があります）
③創価大学推薦編入学予定者が、特別履修により、創価大学の語学以外の専門科目を履修した
場合は、所定の手続により、自由聴講科目（特別講義Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ）として単位が認定されま
す。ただし、自由聴講科目の単位は、卒業単位に含みません（特別履修の詳細については、13
ページをご参照ください）。

　科目の履修登録に当たり、各学期毎の履修登録単位数の上限、下限が次のように定められて
います。

○履修登録は、1年次と2年次、春学期と秋学期で履修単位数が偏らないように工夫してくださ
い。
○検定試験や語学研修等の単位認定は、履修登録単位数の上限に含まれません。

４ 卒業必要単位数

５ 履修登録単位数

科　　目　　分　　類
卒 業 必 要 単 位 数
国際ビジネス学科

教 養 科 目

必　　修 ９単位
選択必修 ４単位
選　　択 ９単位
計 22単位

専 門 科 目

必　　修 8単位
選択必修 ４単位
選　　択 28単位
計 40単位

合　　　計 62単位

上　限 下　限

1年次
春学期 秋学期
18単位 20単位

2年次
春学期 秋学期 春学期 秋学期
24単位 24単位 12単位 12単位



9

〈教養科目〉

　専門科目の他に、教養科目22単位（必修科目９単位、選択必修４単位含む）を修得しなけれ

ばなりません。

１ 卒業要件

２ 開設授業科目

科
目
別

群 授業科目名

年次・春学期・秋学期
及び単位数

卒業必要単位数第１年次 第２年次
春学期 秋学期 春学期 秋学期

教
養
科
目

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
科
目

文章表現入門 2

◎印
必修科目
9単位 

 
○印

選択必修科目
4単位

22
単
位

専
門
科
目
と
合
計
し
て
62
単
位

文学と女性 2

女性のためのライフプランニング 2

女性学・ジェンダー 2

現代社会と女性の健康 2

ワークライフバランス入門 2

体育・スポーツⅠ 1

体育・スポーツⅡ 1

地
球
市
民
科
目

SDGｓと経済社会 2

地球社会と平和 2

人間社会と環境問題 2

発展途上国の政治と経済 2

地域創生を考える 2

グローバル地域研究Ⅰ 2

グローバル地域研究Ⅱ 2

外
国
語
科
目

◎英会話Ⅰ 1

◎英会話Ⅱ 1

英会話Ⅲ 1

英会話Ⅳ 1

○英語Ⅰ 2

○Introduction to TOEIC 2

○英語Ⅱ 2

2 カリキュラムについて
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科
目
別

群 授業科目名

年次・春学期・秋学期
及び単位数

卒業必要単位数第１年次 第２年次
春学期 秋学期 春学期 秋学期

教
養
科
目

外
国
語
科
目

○Preparation for TOEIC 2

◎印
必修科目
9単位 

 
○印

選択必修科目
4単位

22
単
位

専
門
科
目
と
合
計
し
て
62
単
位

TOEICⅠ 1

TOEICⅡ 1

Preparation for TOEFL 1

中国語Ⅰ 1

中国語Ⅱ 1

Ｉ
Ｃ
Ｔ
科
目

◎情報ネットワークの基礎 2

◎コンピュータリテラシー 1

◎ビジネスコンピューティング 1

キ
ャ
リ
ア
教
育

科
目

◎女性とキャリア形成 1

キャリアプランニングⅠ 1

キャリアプランニングⅡ 1

キャリアプランニングⅢ 1

創
価
教

育
科
目

◎創立の精神を学ぶⅠ 1

◎創立の精神を学ぶⅡ 1

自
由
聴
講
科
目

特別講義Ⅰ 2

特別講義Ⅱ 2

特別講義Ⅲ 2

特別講義Ⅳ 2

特別講義Ⅴ 2

特別講義Ⅵ 2



11

〈専門科目〉

　教養科目の他に、専門科目40単位（必修8単位、選択必修４単位含む）、合計62単位を修得し

なければなりません。

２ 開設授業科目

１ 卒業要件

科
目
別

群 授業科目名
年次・春学期・秋学期

及び単位数
卒業必要単位数第１年次 第２年次

春学期 秋学期 春学期 秋学期

専
門
科
目

ビ
ジ
ネ
ス
共
通
科
目

◎ビジネス入門 4

◎印 
必修科目 
8 単位

 
○印 

選択必修科目 
４単位

40
単
位

教
養
科
目
と
合
計
し
62
単
位

経済とビジネス 2
グローバル社会と経済 2
経営戦略論 2
人事管理論 2
現代マーケティング 2
税と社会保障 2
ビジネスエシックス 2
アカデミックライティングⅠ 2
アカデミックライティングⅡ 2
◎基礎ゼミナール 2
◎入門ゼミナール 2
ゼミナールＡ 2
ゼミナールＢ 2

ビ
ジ
ネ
ス

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
科
目

○ビジネス実務の基礎 2
オフィスワーク 2
観光とビジネス 2
販売とサービス 2
秘書検定中級 1
ビジネス文書検定中級 1

簿
記
・
会
計
科
目

○現代簿記 2
現代会計学 2
原価計算論 2
コーポレートファイナンス論 2
経営分析論 2
FP 初級 2
FP 中級 2
特設簿記 2
簿記検定初級 1
簿記検定中級 2
パーソナルファイナンス 2
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１　入門ゼミナール及びゼミナールＡ・Ｂは選考する場合があります。ゼミナールＡ・Ｂは必ず連続
して履修してください。
２　特殊演習ＲⅠ・Ⅱは、資格取得を単位認定する科目です。
３　Ｒｅａｄｉｎｇ、Ｃurrent Events、Academic Writing、Grammar、American StudiesはＳＵＡ
短期留学プログラムの参加者が履修できる科目です。海外特別講義Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳは、海外研修の参
加者が履修できる科目です。

４　特設簿記はビジネス特設クラス（簿記・会計分野）の学生が履修できる科目です。

科
目
別

群 授業科目名
年次・春学期・秋学期

及び単位数
卒業必要単位数第１年次 第２年次

春学期 秋学期 春学期 秋学期

専
門
科
目

情
報
科
目

○情報社会とビジネス 2

◎印 
必修科目 
8 単位

 
○印 

選択必修科目 
４単位

40
単
位

教
養
科
目
と
合
計
し
62
単
位

ビジネスと情報システム 2
情報データ分析入門 2
メディアデザイン論 2
グラフィックデザイン入門 2
メディア表現Ⅰ 1
メディア表現Ⅱ 1

グ
ロ
ー
バ
ル
科
目

○Global Business  Ⅰ 2
Global Business  Ⅱ 2
Introduction to English for Academic Purposes 2
World Today 2
Business Presentation Skills 1
Discussion on Current Topics Ⅰ 2
Discussion on Current Topics Ⅱ 2
English for Academic Purposes Ⅰ 2
English for Academic Purposes Ⅱ 2
English for Academic Purposes Ⅲ 2
English for Service and Sales 2

海
外
研
修
科
目

Ｒｅａｄｉｎｇ 4
Current Events 2
Academic Writing 4
Grammar 2
American Studies 2
海外特別講義Ⅰ 2
海外特別講義Ⅱ 2
海外特別講義Ⅲ 2
海外特別講義Ⅳ 2

資
格
認

定
科
目

特殊実務ＲⅠ 1
特殊実務ＲⅡ 1
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〈特別履修について〉
（1）創価大学推薦編入学予定者は、特別履修科目として創価大学の科目を履修することができ

ます。

（2）特別履修科目として履修する科目はあらかじめ短大教務課に提出し、許可を得なければなり

ません。

（3）特別履修科目の履修により修得した単位は、本学の自由聴講科目の特別講義Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、

Ⅵとして単位が認定されます。ただし、卒業単位には入りません。
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　入学後、卒業までにどれだけの単位を修得すればよいかは「1履修について」で説
明していますが、履修方法、授業ガイダンス、授業時間割等をみて、履修計画を立て、
授業を受けるために、所定の登録をしなければなりません。次に述べる注意事項をよ
く読んで、手続きをしてください。

（1）卒業のための必要な単位数およびその内容に関する規程は、厳格なものです。1単位の不足
があっても卒業できませんので、授業科目の履修に際しては、自己責任のもと、十分な注意と
関心を持ってください。特に最終学年（２年生）の最終学期（秋学期）はとても重要ですので、
自身で卒業ができるかどうか、細心の注意を払って確認してください。

（2）授業科目の選択は、1年間の履修方針を決定し、かつまた、次年度の授業科目の履修に大き
な影響を及ぼしますので、履修方法を十分に熟読の上、慎重に決定するようにしてください。

（3）履修登録をしていない授業科目は、たとえ受講し、試験を受けても単位は与えられません。
（4）同一時限に開講される2つ以上の科目を同時に履修することはできません。
（5）クラス別に指定された授業科目は、その時間割に従って履修してください。
（6）下級年次の者が上級年次の科目を履修することはできません。上級年次の者は下級年次の

科目を定められた範囲内で履修することができます。
（7）一度単位を修得した科目は、再び履修することはできません。
（8）他クラスに配当された科目を履修する場合は別途手続きが必要です。

〈手順〉
履修ガイダンス→授業開始→履修計画・時間割案の作成→疑問点を履修相談（教務課）→履修
科目決定→Web上で履修登録

〈注意事項〉
①正式な履修登録は、「Web履修登録」の入力をもって行います。
②履修科目の登録は、春学期開講科目については、春学期履修登録期間に、秋学期開講科目につ
いては秋学期履修登録期間に行ってください。
［注意］ 履修登録期間内に履修登録を行わなかった場合、修学意志がないものとみなし、退学を

命じられる場合があります。

１ 履修上の注意事項

２ 履修登録のスケジュール

履修登録方法について3
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③「Web履修登録」は、必ず本人が行ってください。病気、その他やむを得ない事情によって定め

られた期間内に登録できない場合は、あらかじめ教務課に連絡して、指示を受けてください。履

修登録した後の科目の変更は、原則として認めません。

④その他、履修に関して不明な点や疑問が生じた場合は、履修登録期限までに、教務課に問い合

わせてください。

　この履修登録をしないと授業を受けることはもちろん、試験を受けることも、単位を修得するこ

ともできなくなります。したがって、履修登録はとても重要な手続きです。

　現在このWebで提供しているサービスは、①履

修登録・修正・削除、②履修状況照会（過去の履修

も含む）、③成績状況照会、④単位修得状況照会、

⑤住所・電話番号変更登録等になります。

　Web履修は学期ごとの履修ガイダンスで説明

を受け、正しく登録しましょう。

〈注意事項〉
　定められた履修登録期間に必ず登録してくださ

い。期間終了後は履修の登録・修正・削除ができな

くなります。

※シラバスについて
　ポータルサイトで各授業のシラバスを閲覧する

ことができます。

　シラバスには、授業の到達目標、授業概要、
授業計画・内容、学習成果、教科書等が掲載さ
れており、履修選択を考える上で必要かつ参考
になる情報が盛り込まれています。ポータルサイ
トの「学習支援メニュー」から「シラバス検索」を選

択すると該当科目を検索して閲覧ができます。

３ Web履修登録について

ポータルログイン後
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履修科目の単位認定は、試験やレポートなどによって行います。

受験資格
　学期の初めに履修登録した科目で欠席が授業時数の３分の1を超えていない学生のみが受験
資格を有します。

※定期試験の時間割は試験開始日の2週間前に発表します（秋学期は12月中旬に発表します）。

試験当日の注意
①受験者は試験開始10分前に定められた試験教室に入室してください。
②試験教室においては監督者の指示に従ってください。
③試験時間中は、必ず学生証の写真のある面を上にして、机上通路側に提示してください。
④学生証を紛失または忘れた場合は、学生課で当日限り有効の仮学生証を発行してください。
⑤遅刻者の試験教室への入場を許可します。ただし時間の延長は認めません。
⑥試験開始後の、途中退室は原則として認めません。
⑦答案は、無解答でも学科、学年、クラス、学籍番号、氏名等の所定事項を記入し、必ず提出してく
ださい。

　追試験とは、定期試験に、病気、忌引等やむを得ない事由で欠席し、受験できなかった者に対し
て特別に行われる試験です。なお、本人の責任に帰すべきような事由（例えば、試験時間の見間
違い等）は追試験の対象となりません。
（1） 追試験を受ける場合は、試験日後1週間以内に次の書類を添えて、教務課に提出しなければ

なりません。これが承認された場合のみ受験が許可されます。
必要書類……①追試験受験許可願（教務課備付）

②欠席理由を証明するもの
　　　　　　　・ 病気の場合→診断書（創価大学保健センターは除く）
　　　　　　　・ 事故→事故証明書、遅延証明書など
　　　　　　　・ 忌引（2親等以内の親族）→会葬礼状等
　　　　　　　  ※両親（養父母）の場合は5日間、祖父母、兄弟姉妹については3日間
　　　　　　　・ 就職試験→来社証明書

１ 定期試験について

２ 追試験について

単位の認定について4
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（2）追試験の成績評価は、Ⓐ評価を最高とします。

（3）追試験料は徴収しません。

（4）追試験の追試験は行いません。

　再試験とは、定期試験においてD評価を受けた科目について特別に行われる試験です。

［注意］

　再試験は成績評価における定期試験の部分を再評価するものです。定期試験以外の評価は授

業時のままとなります。

（1）必修科目、教養科目の選択必修科目がD評価の者について実施します。

（2） 卒業年次において、必修科目、教養科目の選択必修科目以外に3科目以内で卒業要件を満た

す者について実施します。

（3）上記（2）の再試験受験資格は、当該科目の成績評価がDの者に限られます。

（4）再試験該当者は、成績発表後、指定の手続期間内に次の書類を教務課に提出しなければな

りません。

必要書類……再試験受験願（パピルスメイトで発行）

（5）再試験の成績評価は、C評価を最高とします。

（6）再試験料は1科目1,500円です。

※ただし、次の科目は定期試験を実施しないため再試験を行いません。

（7）再試験の再試験は行いません。

３ 再試験について

教養科目
体育・スポーツⅠ・Ⅱ、コンピュータリテラシー、 
創立の精神を学ぶⅠ・Ⅱ、女性とキャリア形成、
キャリアプランニングⅠ・Ⅱ・Ⅲ、ビジネスコンピューティング

専門科目 メディア表現Ⅰ・Ⅱ、グラフィックデザイン入門、
基礎ゼミナール、入門ゼミナール、ゼミナールA・B
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　成績は試験およびレポート等の成績、出席状況などを総合して評価され、合格点に達した科目

について、それぞれ単位が与えられます。

（1）本学の成績評価は、Ⓐ、A＋、A、B＋、B、C＋、CおよびDの8級に分かちC以上を合格と

し、Dを不合格とします。

（2）成績評価は、Ⓐの上限を履修登録者の10％以内とし、A＋とAの合計の上限を40％以内と

します。ただし、英語特別プログラム（E-Swans）やビジネス特設クラスの履修科目、基

礎ゼミナール、入門ゼミナール、ゼミナールA・Bなど本学が認めた授業科目はこの限りで

はありません。

（3）創立の精神を学ぶⅠ・Ⅱ、女性とキャリア形成、キャリアプランニング・Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、体育・ス

ポーツⅠ・Ⅱの成績評価は、Pを合格とし、Fを不合格とします。

（4）成績評価Rは次の事項により、単位を認定したものです。

①本学入学以前および在学中に他大学において修得した単位

②本学入学以前および在学中に取得した別に定める資格試験

※詳しい説明はP.20でご確認ください。

（5）授業欠席回数が授業時数の3分の１を超えた場合、成績評価に［N］の記号が記されます。

（6）成績評価はWeb上で発表します。成績の閲覧可能日時はWeb履修のトップページで発表し

ます。

（7） 成績に関する問い合わせは、成績発表後1カ月以内に限ります。教務課窓口までお問い合わ

せください。

（8）保護者の皆様は「保護者PLAS」で成績を確認できます。

（9）GPA（Grade Point Average）について

 ①Ⓐ、A＋、A、B＋、B、C＋、C、D、およびN評価のGrade Point（以下、GP）による換算

について

４ 成績評価について

成績評価 GP 評　点 合　否 備　　　　考
Ⓐ 4.0 100～90点 合　格
A+ 3.5  89～85点 合　格
A 3.0 84～80点 合　格
B+ 2.5 79～75点 合　格
B 2.0 74～70点 合　格
C+ 1.5 69～65点 合　格
C 1.0 64～60点 合　格
D 0 59～ 0 点 不合格
N 0 － 不合格 授業時数の３分の１を超えて欠席した場合
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 ②PとF、およびR評価について

P（合格）またはF（不合格）で評価をされる科目や単位認定により評価される科目につい

ては、評点の設定がないため、GPA計算から除外します。

 ③GPAの計算について

履修登録各科目のGPをY1、Y2・・・Ynとし、その各科目の単位数をZ1、Z2・・・Znとす

ると、GPAは次の算式で算出されます。

　　　＊つまり、GPAとは、履修登録科目それぞれのグレードポイントとその単位数を掛けた数値

の総和を、R評価科目およびPF評価科目を除く履修登録科目のそれぞれの単位の総和

で割った数値です。GPの与えられていないR評価科目およびPF評価科目は、GPA計算

からは除外されますが、DおよびN評価は0ポイントで算入されます。したがって、DやNを

取得するとGPAの値がその科目の単位数に相応して大幅に下がります。授業の成績が

DやNにならないように、学生は日常的にも努力しなければなりません。

 ④成績証明書には、各学期のGPAと通算のGPAが記載されます。

 ⑤本学では、ゼミナール、創価大学への推薦編入、海外語学研修、褒賞等の選考にも利用さ

れます。

成績評価 GP 評　点 合　否 備　　　　考
P － － 合　格 GPA計算対象外科目
F － － 不合格 GPA計算対象外科目
R － － 合　格 GPA計算対象外科目

GPA＝  
Y1×Z1＋Y2×Z2＋・・・・・・・＋Yn×Zn
　　　　Z1＋Z2＋・・・・・・＋Zn　　　　
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成績評価Rについて

1． 本学入学以前に、他の大学または短期大学で修得した単位について、教育上有益であると認

められる場合、教養科目から13単位以内で単位が認定されます。詳細は教務課窓口にご相談

ください。

2． 取得した資格は、申請に基づき単位が認定されます。

（１）入学以前に取得した資格の単位認定について

　1年次春学期の履修登録にも関係しますので、単位認定を希望する場合は4月中に申請してく

ださい。認定された科目は履修登録できません（授業は受けられません）のでご注意ください。

（２）入学後に取得した資格の単位認定について
　在学中に2単位まで申請することができます。単位認定の手続きは教務課窓口に申し出てくだ
さい。なお申請できるのは、下記一覧の１つの項目につき1回まで。春学期は7月末日まで、秋学期
は1月末日までです。
※申請には合格証のコピーが必要です。受験日から合格証が発行されるまでには約1ヶ月間かか
る場合がありますのでお気をつけください。
　本学認定科目は、申請した順に特殊演習RⅠ、特殊演習RⅡです。

取得資格 本学認定科目 認定単位

英語圏の大学卒業生

英会話Ⅰ
英会話Ⅱ
英語Ⅰ
英語Ⅱ

計 6単位

単位認定資格

・全経簿記 1級以上か日商簿記 3級以上
・秘書技能検定準 1級以上
・ビジネス文書検定 1級
・ITパスポート
・実用英語検定準１級以上

・ マイクロソフトオフィススペシャリスト（一般
レベル・上級レベル〈エキスパート〉）の中で
WordかExcel等のいずれか2科目
・TOEIC L&R 600 点以上（IPをのぞく）
・TOEFL iBT47 点以上


